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戦前におけるドイツの南極観測
樋 口 敬 二
「平成」という新しい元号を迎えてみると,あ らため
て,「美貌なれ昭和」 という言葉が愛情をこめて胸の中
に浮び上って くる.昭和という時代の初頭に生 まれ,そ
の時代を生き切 って,"昭和の子供"と いう実感が強い
ためであろうか,
「美貌なれ昭和」とは,深 田祐介氏の本の題名で,サ
ブタイトルに 「諏訪根 自子と神風号の男たちjと あると
おり,これらの人たちの活躍を通して,"昭和の青春期"
を描いたものであ.る.
私なども,小学生の頃に,「神風号」の東京 ・ロンド
ンを結ぶ都市間連絡飛行の世界新記録樹立(1937)に興
奮 し,以来,航 空ファンになった一人である.そ んなわ
けで,私 の航空史も半世紀をこえたことになる.
その中で,こ こ20年ばか り,機会あるごとに提唱し,
実現をねがっているのが,飛 行艇の学術的利用である.
これについて書いた小論は,拙著 「新しい日本を創る」
(講談社)に 収めたので,読 んで下さった方もあると思
うが,そ の中には,飛行艇による環南極飛行計画,日 本
一昭和基地連絡飛行計画も含まれている.
いずれも,日本が世界最高の航空技術として誇 る新明
和US・1飛行艇 によるもので,専 門技術者にきいても,
充分,実 現可能な計画である.
ところで,今 日のように,陸上機によって大陸間を結
べる時代になってみると,飛行艇に対する関心は薄れ,
わが国で世界最高の飛行艇が作られていることを知る人
は,き わめて少ない,し かし,それは戦後のことであっ
て,戦前には,大 陸を結ぶ旅客飛行も飛行艇が主役であ
った,そ して,海 に取 りまかれている南極大陸において
も,飛行艇が活躍 した時代があったのである.
南極地域の航空史は,1928年12月20日,ウィルキンズ
がデセプション島から南極半島ヘロッキード・ベガ単発
機によって飛行 したのに始まり,翌1929年11月29日,
バー ドがリトル ・アメリカから飛び立ったフォー ド・ト
ライモーター三発機によって南極点到達に成功した.
その後,1934年,バー ドによるリトル ・アメリカ付近
の飛行,1935年,エルスワースによる南極半島とリ ト
ル ・アメリカを結ぶ飛行などがおこなわれたが,1938年,
ドイツのリッチャー観測隊が,西 経10度から東経20度ま
での沿岸において.南極における最初の航空写真測量の
飛行をおこなった.この時に,飛行艇が使われたのであ
る,
1938年といえば,日本では,「朝風号」の飛行(1937)
につづいて.東京帝国大学航空研究所が設計 した 「航研
機」が長距離周回飛行の世界新記録 を樹立 した年であり,
翌1939年には,「ニッポ ン号」による世界一周飛行がお
こなわれている.
この1938年のドイツによる南極観測は,ロ ーレンス ・
カーワン著,加 納一郎訳,「白い道一 極地探検の歴史」
(社会思想社)に,次 のように記載されている.
「1938年にアルフレッド・リッチャーのひきいるドイ
ツ探検隊がプリンセス ・アス トリッド海岸とプ リンセ
ス ・マルサ海岸の沖にあ らわれたので,ノ ルウェー政府
は刺戟をうけた.ド イツ隊はゲーリング元帥の個人的な
あとおしのもとに,ド イツ空軍の豊富な要員をもって,
海軍の人員は地理的な探検よりも,特に戦時に南極大陸
上にレーダー基地をおくために貴重な水路誌的,気 象的
な知見をもとめて出動 し,飛行機2機 は3週 間にわたり
35万平方キロの領域を空から写真にした.こ れは ドイツ
側でノイ ・シュワーペンラン ドと名づけ,1939年1月,
公式の声明が出された.そ して,オ スロの.ノルウェー政
府は3日後にこれをみとめた.」
これは,戦前の ドイツによる南極観測に対するイギリ
ス側の評価で,軍事目的が重視されているが,戦 前の日
本では,別 の解釈がおこなわれていた,こ のような事情
は,日 本の南極関係者には意外に知 られていないようだ
が,私 は,航 空ファンとしてそれを知 っていた.
私の自慢の蔵書に,戦前か らの航空雑誌 「航空朝日」
の創刊から終刊までの全号があるが,こ の雑誌の開戦直
前の1941年10月号に 「航空と写真」の特集があり,その
一つに 「南極航空写真 ドイツ測量飛行の顛末」が出
ていた.筆者は,大 日本航空 ・調査課の平山忠治氏であ
る.
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そ れ に よ る と,当 時,南 極 域 の捕 鯨 事 業 は,イ ギ リ ス,
ノ ル ウ ェ ーが 先 進国 で,こ れ に 日本 が つ づ き,ド イ ツ は
母 船 隻 数,漁 獲 高 と もに 日本 に迫 ろ う と して いた.そ こ
で,ド イ ツ は捕 鯨事 業 発 展 の ため に,南 極 観 測 を計 画 し
た.当 時,ド イ ツ空 軍 を ひ きい た ゲ ー リン グ の主 導 で あ
っ た か ら,当 然,航 空機 が 中心 と な った,
ア ル フ レ ッ ド ・リ ッチ ャー を隊 長 とす る 第 一次 観 測 隊
は,後 続 の 第二 次観 測 隊 が南 極 大 陸 に基 地 を設 営 す る た
め の 基礎 調 査 と して,地 形 測 量 に よ って 地 図 を作 る のが
目的 で あ っ た か ら,航 空写 真 測 量 班 が 主 体 で あ っ た.そ
こ で,写 真 撮 影 作業 用飛 行艇 に ドル ニエ ・ワ ー ルが 使 わ
れ た.1922年初 飛行 の 旧 式 で あ っ た が,ル フ トハ ンザ は,
ヨー ロ ッパ と南 米 を結 ぶ 南 大西 洋 横 断定 期 飛 行路 を こ の
飛 行 艇 に よ っ て,1934年か ら世 界 で は じめ て 成功 す る と
い う実績 を持 って い た か らで あ る,
た だ し,航 続 距 離 が不 足 の た め,`'浮ぶ 航 空 基 地"と
して カ タパ ル ト船 が 配 置 され,こ の 母船 か ら飛行 艇 が カ
タパ ル トに よ って 発 射 され た.南 極 観 測 に も,こ の カ タ
パ ル ト母船 「シ ュ ワー ベ ン ラ ン ド号 」 が 使 用 され る こ と
に な り,耐 寒,耐 水 用 に 改装 さ れ,ド ル ニ エ ・ワ ー ル飛
行 艇2機 を積 んで,南 極 に向 っ た.「 白 い 道」 に あ る よ
うに,ド イツ が 調 査 地域 を,「 ノ イ ・シ ュ ワ ーベ ン ラ ン
ド」 と名 づ け た の は,こ の 母船 の 名前 を記 念 した もの で
あ る.
装 備 した 写 真 測 量 カメ ラは,ツ ァイ ス ・ア エ ロ トポ グ
ラ フ社 製RKM・C/5型 で.フ ィル ムの サ イ ズ は18cm×
18cm,カメ ラ に60mの フ ィル ム を収 め,300枚の 連 続 撮
影 をお こな い,重 複 度 は60%で あ っ た.カ メ ラは,2台
塔 載 され た.
「シ ュ ワー ベ ン ラ ン ド号 」 は,1938年12月17日にハ ン
ブ ル グ を出 港 して.大 西 洋 を一路 南 下 し,翌1939年1月
19日に海 氷 域 に到 着 した.試 験 飛 行 の の ち,西 経4度30
分 南 緯69度の 辺 に碇 泊 して,1月20日 に 第1回 の 撮 影 飛
行 を開 始 した.
カ メ ラ は水 平 線 に対 して20度傾 け て,左 右2台 装備 し
て あ るの で,高 度3000mで飛 行 して 連 続 撮 影 す る と,
飛 行 コ ー ス の 両 側25km巾 の 地 表 が 写 真 測 量 可能 で あ り,
視 界 が よ け れ ば両 側50km巾 の 小 縮 尺 図 用 写 真,両 側
100km巾の観 察用 写真 を撮 影 す る こ とが で きた.
こ の よ うな方 式 に よ っ て,観 測 隊 は,西 経ID度か ら東
経20度にか け て写 真撮 影 をお こな った が,2月6日,天
候 が 悪 化,寒 冷 化 した の で 作 業 を終 了 した.こ の19日間
に,碇 舶 地 点 を変 更す る こ と6回,飛 行 時 間57時間14分,
飛 行 距 離 延 べ7700km,撮影 写 真 総 計1100枚,航空 写真
測 量 面 績35万平 方km,　そ の 範 囲 は,ほ ぼ 南 緯70度一74
度,西 経10度～東 経20度に わた った.
観 測 隊 が ハ ンブ ル グ に帰 港 す る と,フ ィル ム は す ぐハ
ンザ ・ル フ トビ ル ト社 に渡 され,10週 間 後 に は,そ れ を
もと に して50万分 の1の 色刷 り略 測 図,め ぼ しい 山 岳 の
5万 分 の1図 が 作 成 され た.
こ の よ う な航 空 測 量 の 成 果 を ドイ ツが 生 か す の は,南
極 大 陸 にお け る捕 鯨 基 地 建 設,鉱 業 開発,海 空軍 基 地建
設,そ のいずれであろうか,と,平 山氏は論文を結んで
いるが,現 在,西 経8度 にゲォルグ ・フォン ・ノイマイ
ヤー基地があるところをみれば,この観測は,戦 後に生
きたわけである.
なお,飛 行艇 ファンとして,観 測に使用された ドルニ
エ ・ワールについて,一 言つけ加えてお くと.1925年.
アムンゼ ンとエルスワースが北極点まで240kmの地点
に到達したのは,この飛行艇によってであり,その時の
写 真 が,　Time.Life　Books　"The　Epics　of　Flight"の
"The　Explorers"に出ている.
また,ド ルニエ ・ワールは,日本でも1930年から日本
航空輸送によって瀬戸内海線 に使われ,そ の一機 「白
鳩」の写真が 『写真でみる航空史』上(朝 日新聞社)に
出ているが,同 機は1932年2月,八幡市近くで空中分解
して墜落 した.実 は,こ の稿 を書いていて,こ の 「白
鴎」が寺田寅彦先生の随筆に出てきた 「白鳩号」と同じ
ではないか,と 気づき,「寺田寅彦全集」(岩波書店)を
丹念に探 したところ,や は りそうであり,孫弟子として
うれしかった.全集の第5巻 に収められている 「災難雑
考」(昭和10年7月)に,次のように出ている.
「自分が近年で実に胸のすく程愉快に思ったことが
一つある.それは,日 本航空輸送会社の旅客飛行機白
鳩号といふのが九州の上空で悪天候の為に針路を失 し
て山中に迷ひ込み,ど うした訳か,機 体が空中で分解
してばらばらになって林中に墜落した事件に就いて,
(中略)大 勢の学者が集ってあらゆる方面から詳細な
研究を遂行 し,その結果として,こ の誰一人目撃者の
存 しない空中事故の始終の経過が実によく手にとるよ
うにあ りあ りと推測されるやうになって来て,(中略)
この原因を突 きとめるまでに主としてY教 授によっ
て行はれた研究の経路は,下 手な探偵小説などの話の
筋道よりは実に遙に面白いものであった.」
として,Y教 授の研究が紹介 されているので,一・読
をすすめたい.
(筆者:国 立極地研究所運営協議員,名 古屋大学水圏科
学研究所教授)
エ レバ ス 火 山 の 噴 火桟 構 の研 究
神 沼 克 伊
1980年12月か ら1986年12月まで 実 施 したIMESS　(エ
レバス 火 山 国 際 地 震 研究)を 引 き継 ぐ形 で,1987年1月
か ら本 プ ロ ジ ェ ク ト　 (IMEEMS)が発 足 した.ニ ュー
ジ ー ラ ン ドの 主 導 で,極 地研 が1MESS同 様 の 消 耗 品 を
供 給 す る こ と で,プ ロ ジ ェ ク トは発 足 した.1987/88の
シ ー ズ ンは 日本 か ら参 加 で き な か っ た が,1988/89の
シ ーズ ン はニ ュー ジ ー ラ ン ド側 の招 請 を受 け,筆 者 が 再
び ス コ ッ ト基 地 を訪 れ,1988年12月の1カ 月 間,共 同 観
測 に従 事 した.
筆 者 は極 地研 が ス コ ッ ト基 地 に設 置 してあ る記 録 装 置
類 の 保 守,得 られ た 記録 の再 生 と整 理,観 測 や デ ー タ整
理 につ い て ニ ュー ジ ー ラ ン ド側 参 加 者 へ の 教 育 な ど を行
っ た.本 プロ ジェ ク トの特 徴 はエ レバ ス山 頂 の 火 口縁 に
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改築の終 ったスコ ット基地
TVカ メラを設置し,映像 をスコット基地に送 り,実時
間でのモニターとビデオテープへ記録 をしていることで
ある.地震観測網 と同じ時計を使うことにより,噴火の
起った時間と,それに伴って発生する地震の発生時刻と
を厳密に比較することができ,火山爆発の細かなメカニ
ズムの解明を目指 している.ニ ュージーランド側が設置
してあるTVカ メラの調整が難行 したが,筆 者が滞在
中に,す でに解析に耐えうる良い記録が得られたことは,
幸いであった.ニ ュージーランドからの連絡によると,
2月末現在,　TVカ メラは順調に作動 している.
エレバス[1|は山頂火口内に1972年12月以来,溶岩湖が
存在 していることで知 られている.真赤な溶岩が湧きあ
がる溶岩湖が,1984年9-12月の大きな噴火活動の時を
除き,十数年の長い期間存在を続ける火山は,地球上で
はエ レバス山以外には確認されていない.と ころが,今
シーズンはその溶岩湖の溶岩が黒っぽく固化 し,その黒
い表面に4カ所,小 さな火孔が新 しく出現 し,そこから
噴火が起っているのが確認された.こ の溶岩湖の消滅は
1970年代から続いていたエレバスLl.1の活発な噴火活動が
ようやく沈静化にむかったことを示している.筆者はエ
レバス山の過去の火山活動から考えて,こ のまま,噴火
活動の静穏期に入ると予想 している.し か し,ニ ュー
ジーランド側は期待感もあって,こ の沈静化は次の大爆
発に備えての活動休止期間と見ている.いずれにしても,
エ レバス|1【の火山活動は火山学的には,大変興味深い状
態に入ったと推定される.
筆者にとって2年 ぶり,10回目のマクマード地域への
出張であった,1974年に初めてこの地を訪れた時に,ス
コット基地の10年計画による改築を聞いた.そ の改築も
1988年1月に終 り,現在,快 適な生活が送れる南極基地
になっていた.建設関係の人達が滞在 しなくなり,夏期
間でも滞在者が50-70名と,適当に余裕のある人数であ
った.犬櫨が無 くなり,車輌が増えた.そ れも,車輌を
整備するための大きな作業棟が完成したからであろう,
環境保全については大きな努力がなされている.便所
の汚水,汚物,生 活壌水こそ,海 へ直接流 しこんでいる
が,ゴ ミ類は棄てる時から可燃物,不 燃物に分類してい
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リー,、サ ウ ナ が あ り,
が あ る.ま た2人 部 屋 二 つ に1個 の 割 合 で バ ス,
が あ り,1棟 で150人の 宿 泊 が で き る.　NSFシ ャ レー の
前 に は 大 きな研 究棟 の 建 設 も始 って い た."Ef":鉄骨 を使
い,.・部3階 を含 む2階 建 て,2台 の 電 子 顕 微 鏡 の 設 置
も決 っ て い る そ うで,完 成 は2年 後 の1990/91のシ ー ズ
ンに な る との こ とで あ る.
(筆者:国 立 極 地 研 究 所 地 学 研 究 部 門 教 授)
る.そ して,可 燃 物 は焼 却 炉 で 燃 や し灰 に
して,不 燃 物 や 燈 油 は その まま.そ れ ぞ れ
本 国 に送 り返 して い る.毎 週 土 曜 日の 午 後
に全 員 で 行 うゴ ミ拾 い は,今 シ ー ズ ン も続
い て い た.こ の ゴ ミ拾 い に よ り,撤 去 した
建物 の腹 材 ク ズ も,ほ とん ど除 か れ,基 地
周辺 は地 面 が露 出 して も,汚 れ を感 じな く
な って い る.
隣 りの ア メ リカ の マ クマ ー ド基地 も,拡
張工 事 が 続 い て い た.設 営 関係 の 人 々 の 宿
舎 は,二 階 建 て4棟 に加 え,三 三階 建 て も3
棟 が完 成,4棟 目の 建設 が 始 ま った,こ の
三 階建 て に は1階 に広 い ラ ウ ン ジ,ラ ン ド
2階,3階 に もそ れ ぞ れ ラウ ン ジ
トイ レ
北極地域における研究の協力 ・調整に関する
北極諸国会議
吉 田 栄 夫
仮 に標 題 の よ うに訳 した国 際 会 議 が,1988年12月12日
一15日,レ ニ ン グ ラー ドで 開 か れ,わ が 国 か らは 国 立 極
地 研 究 所 名誉 教 授 楠 宏,教 授 平 澤 威 男 と筆 者が 出席 し
た.こ の 会 議 は,北 極 地 域 に お け る科 学 的 な 調査 研 究 を,
何 ら かの 非 政 府 間機 関 に よ る統 括 の下 に.国 際協 力 で 進
め よ う とす る動 きの一 環 と して,ゴ ルバ チ ョフ書 記 長 の
提 唱 の下 で ソ 連 が こ れ に応 え る形 で行 わ れ た もの で あ る.
した が って 参加 者 は.い わ ゆ る北 極 域 の 国 々(カ ナ ダ,
ア メ リカ,ア イス ラ ン ド,デ ンマ ー ク,ノ ル ウ ェー,ス
ウ ェ ー デ ン,フ ィ ンラ ン ド,ソ 連)の 人達 が 大 半 で,ソ
連 を除 くこ れ らの 国 々 か ら180名`余り,非 北 極 域 で は,
西 独,東 独,ポ ー ラ ン ド,フ ラ ンス,オ ラ ン ダ,英 国.
日本 か ら計14名が参 加,広 くソ連 の各 地 か ら加 わ っ た 人
達 を 含 め て500名余 が 集 っ た,
会 議 は冒 頭 に 全 体 会 議 が 行 わ れ,そ の 後,1)超 高 層
大 気 と地 球 周 辺 空 間,2)北 極 の 陸 上 ・海 洋 生態 系,3)
北 極 に お け る大 気 ・海 洋 間 の熱 交 換,北 半球 に お け る 熱
平 衡,気 候 変動,4)北 極 の 大気 汚 染,5)北 極 の 地 質 構
造 と地 史,氷 河 作 用,6)北 極 土 着 住 民 の 社 会 経 済 と文
化,人 間適 応,極 域 医 学 の6分 科 会が,レ ニ ン グラ ー ド
ホ テ ル.北 極 南極 研 究 所,文 化 セ ン ター の3カ 所 に 分 れ
て 進 め られ た.そ して 最 終 日に 各 分科 会 の 報 告 が レニ ン
グ ラ ー ドホ テ ル の全 体 会 議 で 行 わ れ,幕 を閉 じた.私 達
3名 は,全 体 会議 の ほ か ほ とん どそ れ ぞ れ 一 つ(前 記1,
3,5)の 分 科 会 しか 出 席 で きな か った の で,他 は 全 体
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会議での報告で様子をうかがい知ったのである.
出席 した分科会の詳細を記すには紙数は少いが,各分
科会とも.これまでの科学研究の成果が何人かの研究者
によって述べられ,こ れをもとに当面する重要課題は何
か,そ の中から国際協力として取 り上げるべきものは何
かなどが討議 された.地 学で例示すると,北極海のプ
レー トテク トニクス,海底の深部地殻構造,天然ガスー
一資源の問題,永 久凍土の解明とその応用,最終氷期一
一間氷期の氷河 気候史などである.環境保全はとく
に深刻な問題としていくつかの分科会で取上げられた.
若干の感想や問題点にふれると,利害の対立 し勝ちな
北極域で,広 い国際協力の枠組の下に科学調査を行う方
向性が確立 したこと,と くにこれに対 してソ連が協力的
となったことを評価する声が高かった.北極圏の国々8
カ国は,こ の会議の直前会合を開いて,「国際北極科学
委員会(IASC)」設立とその規約案について検討を行
い,そ の実現へ向けての歩みを続けている.他方,わ が
国を含む非北極域のいくつかの国々にも.これまで北極
圏の国々と協力しつつ北極の研究を続けてきた.新 しい
非政府間機関としての国際北極科学委員会が発足 した場
合,現 地での調査研究がどのようになるかということに.
これらの国々の関心が集まる.これまで検討されてきた
規約案は,南極における南極研究科学委員会(SCAR)
の場合と多少異っているようである.わが国もいかに対
応するか,十 分な検討が必要 となろう.
もう一つつけ加えると,ソ連の研究者の間の討議を聞
いていると(もちろん英語の同時通訳を介してではある
が),かなり激 しい意見の違いが卒直に展開されて,い
わゆるグラスノスチの一端 を垣間みた思いがした.
(筆者:国 立極地研究所資料主幹)
南極観測隊 だよ り
一 第29次越冬隊の近況 一
昭和基地
12月5日,第1期内陸旅行隊5名 と第2回 みずほ旅行
隊2名 の計7名 が昭和基地に戻 り.閑散としていた基地
内は久 しぶ りに,に ぎやかになった.こ れで昭和基地以
外の大陸と沿岸地域の滞在者は,第2期 内陸旅行隊の3
名とラングホプデ生物観測小舎の3名 の計6名 となった.
積雪が少なかったので,12月中旬には大半の雪が消え.
トラックが頻繁に通うようになった.30次隊の受け入れ
準備と30次隊の夏オペレーションのための作業等は,急
ピッチで進められ12月中旬 までに,ほぼ終了した.
暖かい日が続いて昭和基地周辺の海氷状況の悪化が懸
念され,衛 星受信アンテナなどの大型物品の氷上輸送に
支障がでる恐れ も出てきたので,「しらせ」は,ブ ライ
ド湾のオペレーションを早めに切上げた.昭和基地には,
予定より約1週 間早い12月28日午前9時50分,待望の第
1便のヘリコプターが飛来 した.29次隊員全員が待ち受
ける中を,江尻隊長,竹 内副隊長,上垣 しらせ艦長がタ
ラップを降り,1年 ぶりの再開に堅い握手 を交わした.
越冬 隊 員 は,家 族 か らの 手 紙 や写 真 を食 い入 る よ うに見
入 っ た.氷 海航 行 を続 け て い た 「し らせ 」 は29日の 早 朝
見 晴 ら し沖釣300mに ア イ ス ア ンカ ー を打 った.係 留 後
た だ ち に氷 上 輸 送が 開始 され,基 地 内 は急 に慌 ただ しく
な っ た.
あす か観 測 拠 点
12月は全 般 に 渡 り好 天 に恵 ま れ,調 査,基 地 内 観 測,
30次隊 の受 け入 れ,引 継 ぎ等 の 各 種 オペ レー シ ョン は,
順 調 に行 わ れ た.
まず,30次 隊 との 引 継 ぎ のた め に.12月15日矢 内 隊長
と藤 田 隊員 が ナ ンセ ン氷 原 を出 発 し16日 「あ す か 」 に帰
投 した.12月19日,30次隊 を乗 せ た ヘ リコ プ ター の 第1
便 が 「あす か 」 に到 着 した.こ れ と同時 に30マイル 拠点
まで の 物 資 の 空 輸 も開 始 した.30マ イル拠 点 か ら 「あす
か 」 まで は,30次 隊 員 に よ り雪 上車 と樋 に よ る輸 送 が行
わ れ た.こ の 輸 送 も12月26日に は完 了 した.こ れ ら の輸
送 中 の19,20,21日の3日 間 は30次隊 へ の 引 継 作 業 に当
て られ た.22日,こ れ まで基 地 を維 持 して き た3名 を加
え た4名 の29次隊員 は,陽 石 探 査 を続 け るた め 再 び ナ ン
セ ン氷 原 に 向 か った.
12月22日か らは,30次 隊 の手 に よ って あ す か観 測 拠 点
の 運 営 が 開 始 され た.ま た,30次隊 の 地 学 ・生 物 調 査 隊
は,12月29日に 七 一 ル ロ ン ダー ネ 山地 に向 け 出発 した,
第ll回極域生物シンポジウム
第ll回極域生物シンポジウムは昭和63年12月12日～14
日の3日 間にわたって,極地研究所の講堂において開催
された.今 回のシンポジウムには延べ160名を超える国
内外の研究者が参加 し,口頭による発表49編,展示によ
る発表13編の研究発表が行なわれた.ま たシンポジウム
と併行して,「海氷域の生物研究」および 「BIOTAS計
画」に関連 した2つ のワークショップを開催 した.
今回のシンポジウムの特色の一つは,北極海およびそ
の隣接海域における研究成果の発表が18編あり,北極海
域の生物現象に対する研究者の関心の高さが窺えたこと
である,国際的にも北極域の研究の重要性が強調されて
いる折でもあり,今後この地域の研究発表は増えていく
ことが予想される.
また,陸 上生物に関する発表が昨年に比べて大巾に増
加したことも特色の一つであろう.今回のシンポジウム
では22編の陸上生物に関する発表があり,極地研究所の
陸上生物グループを中心に推進 して来たBIOTAS計画
に対する国内の研究者の関心が高まりつつあることが窺
えた.
さらに第3の 特色 として,　BIOMASSの成果を含め
た南極海域での研究成果の発表が22編と割合少なかった
ことがあげられる.しか し,内容的には魚類やペ ンギン,
アザラシなどの高次の捕食者に関する発表が多 く,徐々
に南極海生態系の全体像が把握 されつつあることが印象
づけられた.
ところで,極 域生物シンポジウムも今年で11回を数え,
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年 々 海外 か らの参 加 者 が 増 え,国 際 的 な シ ン ポ ジ ウ ム と
な りつ つ あ る.今 回 の シ ンポ ジ ウム に は,招 待 者1名 を
含 め6カ 国7名 の研 究 者 が 海外 か ら参 加 した.国 別 内訳
は,米 国1名,イ ギ リス1名.西 ドイ ツ1名,ポ ー ラ ン
ド1名.イ ン ド1名,韓 国2名 で あ った.ま た,展 示 発
表 で の 海 外 か らの 参 加 は4ケ 国(オ ー ス トラ リア,イ ギ
リス,ポ ー ラ ン ド.ソ 連)9編 を数 え た.こ う した 国際
化 に 対 応 す る た め,第10回 シ ンポ ジ ウム か ら,講 演者 に
は邦 文,英 文 の 講 演 要 旨 の 作 成 をお 願 い した.さ らに,
今 回 は 一 部 の セ ッ シ ョンで は 講 演 者 に 英語 に よ る 発表,
また各セ ッションの座長には英語の要約を依頼 した.海
外から参加 した外国人研究者と国内の研究者が,シ ンポ
ジウムを通 じて研究内容に対するより生産的な討論を行
なうためには何よりも互いの意志の疏通が不可欠である
ことはいうまでもない.し か し,これについては研究者
側の努力だけでは限界がある.同 時通訳の導入とそれに
伴なうシンポジウム会場の整備等それなりの設備投資と
環境整備を急がねばならないと考える.それによってよ
り国際的なシンポジウムが開催でき,国際的交流 も深ま
るだろう.関係各位の検討をお願いする次第である.
人 事 異 動(平 成 元年2.1.)
新 宮 職 名 氏 名 旧 官 職 名
管理部庶務課庶務係長
(併)管理部庶務課研究協力係長
鈴 木 由喜男 事業部事業課企画係長
事業部事業課企画係長 柴 野 浩 成 管理部庶務課研究協力係長
観測隊月例報告(11月～12月)
昭和基地
11月30日には最高気温がプラスを記録 し,春本番 とな
った昭和基地では雪解けが急速に進み始め晴れた暖かい
日には随所で水の流れる音が聞かれるようになった.11
月中旬以降13名の隊員を大陸や露岸地帯に送 り出したた
めに,残 る14名が基地の維持,運営に多忙な日を送った.
そんなさなか18日にはモーソン基地より突然ッインオッ
ター機が飛来 し,基地内を見学 した後再び飛び去った.
また,21日にはイリューシン14に乗ったソビエ トの視察
団8名が来訪 し,基地内の視察と口頭による質問がなさ
れ昭和基地は南極条約を遵守 している旨の講評を受けた.
12月に入ると内陸調査隊の一部とみずほ旅行隊の計7名
が無事に戻 り,道路から土埃が舞うようになった基地で
は30次隊の受け入れ準備が急ピッチで進められた.28日
には待望の第1便 のヘ リコプターが飛来し,首 を長くし
て待っていた家族からの便 りを受け取った隊員達は写真
や手紙を食い入るように見入っていた.翌29日からは直
ちに氷上輸送が開始され,基 地内は急に慌ただしい雰囲
気に包 まれた,
観測報告
気水圏:定 常 ・研究とも順調に経過 している.11月は記
録的な風の弱い日が続いたが,逆 に12月には月最大の強
風が吹いた.ま た,9月 以降ブリザードがなく例年にな
くブリザー ド日数の少ない年となった.
宙空:定 常 ・研究とも順調にデータを取得 している.
生物 ・医学:11月1日より第2期 ラングボブデ生物調査
を開始 した他,大 型動物センサスも実施 し各所のル ッカ
リーのペンギン個体数の定期調査を行なった.
設営報告
機械:夏 期作業に備え基地設備や車両の整備を実施 した.
通信:概 ね良好に通信を確保できた.イ ンマルサ ットと
基地内電話を接続するインターフェイスに トラブルが発
生したが.対処後は良好に動作している.
あすか観測拠点
調査旅行及び30次隊への引継ぎ準備,点検に追われる
なか発電機エンジンの交換を行なった.更 に基地内外整
備,持 ち帰り物品,私物整理等の諸作業を完了し,11月
13日には予定通り第4期 陽石調査隊7名 が出発した.こ
の頃から太陽が全く沈まなくなり,天候も安定した日が
続 くようになった.拠 点に残 る3名の隊員により観測及
び基地の維持.運 用は順調に行なわれた.12月16日には
30次隊との引継ぎのため調査隊の3名 が帰投 ・18日には
30次隊第1便 があすかに到着 し.物資輸送 ・基地の引継
ぎが慌ただしく行なわれ22日より30次隊による基地の運
営が開始 された.
観測報告
拠点での観測は大きな トラブルもなく順調に経過 して
いる.第4期 損石調査がナンセン氷原で実施され成果を
あげている.ま た,12月末からは並行 して30次隊による
地学 ・生物調査が実施 されている.
設営報告
発電機エンジンを交換 した他,30次隊への引継 ぎのた
めに基地設備の整備及び各種車両の整備作業を行なった.
◇一 一 案 内 一一◇
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南 極 月 別 気 象 資 料 〔Monthly　Climatic　Data　for　Japanese　Antarctlc　Stations)
平 均 気 温(Meanternp.)　(℃)
最 高 気 温(Max.temp.)(℃)
最 低 気 温(Min,temp.)(℃)
平 均 気 圧 ・海 面(Mean　 press.ure,　s alevel)　(mb)
平 均 蒸 気 圧(Meanvapourpressure)　(mb)
平 均 相 対 湿 度(Mean　 relative　humidity)　(%)
平 均 風 速(Mean　 wind　speed>　〔m/s)
最 大 風 速 ・10分 間 平 均(Max.　wind　speed,
　 　 　 　 　 　 　 　 　 10-min.　mean)　(m/s)
瞬 匡町最 大 風 速((}ust)(m/S)
平 均 雲 量(Mean　 cloud　cover)　(1/10)
快 晴 日 数 　(Number　of　clear　days)
昭 和 基 地
(Syowa;89532)
あす か観 測 拠 点
(Asuka:89524)
11月 〔Nov、)12月(Dec、)11月(Nov.)12月(Dec .)
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.3
2,4
-15 .8
984.3
2.2
63,0
4.1
14.2(工,E)
17.8(1、ENE)
7,6
3
一2 .4
3.3
-9 .3
988.1
一15 .4
-7
,3
-27
.1
870.2
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.6
-4
.2
-17 .8
874.4
　　　　　　　　　　　　　　　(station　pressure)
3.4
65
3.79.98.4
34.6(NE,13日)23.0(SE,5日)21.3〔ESE,14日)
43,0(NE.131.D26.6(SE、5日)25.5(ESE,工4日)6i7●
【極地豆事典】
ポ ー ラ ー キ ャ ッ プ ・オ ー ロ ラ
.一般 に オ ー ロ ラが よ く見 られ る領 域 は,地 磁 気 緯 度
65°か ら75°に か け て 磁 極 の まわ りを ドー ナ ツ状 に と り
囲 む よ うに 存 在 して い る.こ の 領 域 を オ ー ロ ラ ・オ ー
バ ル と呼 ん で い る が,こ の オ ー ロ ラ ・オ ー バ ル よ り も
高 緯 度 側 の極 冠域 は ポ ー ラー キ ャ ップ と呼 ば れ て.いる,
こ の ポ ー ラ ー キ ャ ップ に は あ ま りオ ー ロ ラが 出 現 しな
い た め ,オ ー ロ ラ現 象 につ い て,詳 しい 観 測 が 十 分 行
な わ れ て こ な か っ た,し か し,最 近 米 国 の 人 工 衛 星 に
よ り夜 中 附 近 の オ ー ロ ラ ・オ ー バ ル か らポ ー ラー キ ャ
ッ プ を 横 切 って 昼 間側 へ の び る 大 変 明 る い オ ー ロ ラ
(Oaurora)　が 時 々 出現 す る こ とが 示 さ れ た.そ して こ
れ が契 機 と な り,ポ ー ラ ー キ ャ ップ の オ ー ロラ 現 象 に
関 して,多 くの研 究 者 の 関 心 が 集 ま る よ うに な って き
た.
と こ ろで ポ ー ラ ー キ ャ ップ に 出 現 す る オ ー ロ ラ を大
別 す る と,夜 中 側 の オ ー ロ ラ ・オー バ ルか ら高 緯 度 側
へ 発 達 して くる 明 る い オ ー ロ ラ と昼 間 側 か ら発 達 して
くる,う す い ア ー ク状 オ ー ロ ラ とに 分 類 さ れ る.こ の
うち,昼 間 側 か ら発 達 して く る アー ク状 オ ー ロ ラ に つ
い て そ の 実 体 が 今 だ よ くわ か って い な い.写 真 は 人工
衛 星 に よ り観 測 され た オ ー ロ ラ画 像 デ ー タで あ る が,
う す く帯 状 に孤 を描 い て い る 領 域 が 静 穏 時 の オ ー ロ
ラ ・オ ー バ ル で あ り,そ れ よ り高緯 度 側 にい くつ か の
ア ー ク状 オ ー ロ ラが 見 られ る.特 に 中 央 上 か ら左 下 に
か け て 見 られ る,ア ー ク　(Sun.a|igned　arc)は 昼 間 側
か ら発 達 して きた よ うに 見 え る.ま た,興 味 深 い 事 に,
こ の よ うな オ ー ロ ラ が 出 現 す る の は,い ず れ も オ ー ロ
ラ ・オー バ ル の オ ー ロラ 活 動 が 弱 まっ て い る時 で あ る.
この こ とは,オ ー ロ ラ ・オ ー バ ル と ポ ー ラ ー キ ャ ップ
に出 現 す る,オ ー ロ ラ と は そ れ ぞ れ異 な った 磁 気 圏 の
状 況 下 で 発 生 して い る こ とを示 して い る.
この ポ ー ラ ー キ ャ ッ プ に 出現 す る ア ー ク状 オ ー ロ ラ
の 粒.f源や そ の発 牛 条 件 を
解明することは,オ ーロラ
現象の総合的な理解にとっ
て きわめて重要であると思
われる(こ こに示 したオー
ロラ画像は極地研究所の
オーロラ ・データセンター
に新設された画像人出装置
を用いて処理 した ものであ
る).
